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　イオ ンポ ンプ群は代表的な膜貫通蛋 白で あ り、 これ まで に 数種の カチオ ン ポン

プが知 られて い る 。

一
方 、 中枢神経細胞の 細胞内cr 濃度 は受動的分布の 濃度 よ り

も低 く保たれてお り、 ア ニ オ ンで あるク ロ ライ ドイオ ン に対 して もその 能動的輸

送系と して Cl
’
ポンプの 存在す る可能性がある 。 我々 は、 この Crポ ンプの 候補 と し

て ATP 依存性 に Crを能動輪送する Cl
’
−A 　［Paseを脳 に見 出 した 。

　Cl
”
−AT ［Pase活性は一

価カチオ ン によ る影響を受けず 、

一
価ア ニ オ ンの うちC「の 存在下 で最 も高い活性

を示 し、
工 タ ク リン酸に より阻害される 。 本ArPase は ポ リア ク リル ア ミ ド電気泳

動上520kDa の 蛋白バ ン ドに含まれ、 少な くとも4 種の サブユ ニ ッ トか ら構成 され

る 。
520kDa 蛋 白に対す るポ リク ロ

ーナル抗体は60　kDaサ ブ ユ ニ ッ トと結合 し、

Cl
’
−AT ［Pase活性を抑制す る。 こ れ らの 性質を利用 して Cl

’
−ATPase の 活性染色お よ び

免疫組織化学が 可能に な っ た。 また 、
Cl

“
−ATPaseの 細胞 レベ ル で の 機能的局在 は

細胞内に cr感受性蛍光色素を負荷するこ とに よ り観察可能で ある。 こ れ らの 方法

に よりラ ッ トの 中枢神経において以下の こ とが明らかにな っ た。
1）CI

’
−ATPase活性

は、脊髄前角運 動神経細胞 、 海馬錐体細胞および小脳プルキ ンエ 細胞な どCr平衡

電位の 低い 神経細胞の 細胞膜 に認め られ る。
2）crポ ンプ蛋白は 、 神経細胞の 樹状

突起部 よ りも細胞体部に高密度に分布する。
3）生下時の Cr ポンプ活性は低 く、そ

の 分布は 3 週 目頃まで 神経細胞体か ら樹状突起 へ と拡大する 。
4）神経細胞体部の

細胞内Cr 濃度は樹状突起部よ り低 く、
Cr ポンプ阻害剤の存在下で は上昇す る 。

　これ らの 結果 は 、 初めて Cr ポ ンプの 中枢神経組織内および細胞内局在を示 し、

最近明 らか に されたGABA
パ crチ ャ ネル刺激時の 刺激部位や 個体年齢に よ る多様

な応答 を良 く説明す る 。
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